
ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト 1791-1756 

 

モーツァルトは日本で最も有名なオーストリアの作曲家である。彼は 1756 年 1 月 27 日にザルツブ

ルクに生まれ、1791 年 12 月 5 日ウィーンにて夭折した。彼のザルツブルクの生家は、国際的にモ

ーツァルトファンの巡礼地となった。モーツァルトの生家はオーストリアの中で、最も訪れる人が多い

建物である。下写真から分るように、ここ 100 年で若干外観が変わっている。  

 

 
1900 年頃の絵葉書    1930 年頃の絵葉書  現在の様子、写真提供オーストリア観光局 

 

ウィーンの王宮庭園やザルツブルク訪れたことのあるならば、モーツァルト記念碑を目にしたことだ

ろう。実際にモーツァルトが、どういう容貌であったのかは、繰り返し問われてきた。絵画、銅像もしく

はチョコレートの包み紙の絵であれ、誰もがモーツァルトの肖像を知ってる。    

しかし、もしかするとモーツァルトの容貌は私達が知るものとは違っていたかもしれない。1900 年頃

の絵葉書には様々な年齢のモーツァルトが、それぞれ異なった風貌で描かれている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



フランツ・ヨーゼフ・ハイドン 1732-1809 

 

 

ハイドンは 1732 年 3 月 31 日にニーダーエースターライヒのローラウで生まれ、1809 年 5 月 31 日

オーストリアのグンペンドルフにて逝去した。ハイドンは、ウィーンのクラシック音楽界における、リー

ダー的作曲家だった。ハイドンは音楽生活の大部分を、裕福な貴族であるエスターハージー家のア

イゼンシュタットの屋敷においてオーケストラの運営、室内楽の演奏、オペラ作品の上演などの責

任者として過した。 フランツ・ヨーゼフ・ハイドン(彼は一度もフランツという名を名乗らなかった)の死

後 100 年目を記念し、絵葉書が作られた。下の絵には、ウィーンのホーフブルク宮殿の前に立つハ

イドンが描かれており、1909 年の消印がある。 

 

  
ヨーゼフ・ハイドン （1920 年頃の絵葉書）                 1905 年頃の絵葉書 

 

アントン・ブルックナー 1824-1896 

 

ヨーゼフ・アントン・ブルックナーは 1824 年にオーストリアのアンスフェルデ

ンで生まれ、1896 年にウィーンで亡くなった。ブルックナーは教師であり、オ

ルガン奏者でもあったアントン・ブルックナーの 11 人いる子供のうち一番上

の子だった。当時、村の教師は教会音楽も兼任せねばならず、聖歌、オル

ガンや村祭りの踊りの演奏などを行なうのが義務だった。そんな中、父の影

響でブルックナーは幼い頃から音楽に親しむようになり、バイオリン、ピア

ノ、特にオルガンを学んだ。10 歳にして、オルガン助手を勤めるようになっ

た。1837 年に父が亡くなった後は、母によって近くの聖フローリアン修道院

に聖歌隊のメンバーとして送られる。ここで、音楽の授業を受け教職の道を

歩むことを決意する。 

 
肖像 1893 年  

 

1845 年、聖フローリアン助教師に就任し、1848 年か

らは聖フローリアン修道院のオルガン奏者としても過

す。下の聖フローリアン修道院の絵葉書には 1900

年の消印がある。ブルックナーが聖歌隊で歌ってい

た頃や、オルガン奏者であった頃も恐らく同じ風景だったろう。                             
プファールプラッツのブルックナーの住まい  
 

1868 年にウィーン音楽院教授、並びに宮廷 礼拝堂オルガニストとなりベルヴェデーレ宮殿に無料

で部屋をあてがわれた。その後、1896 年に亡くなるまでの人生をウィーンで過ごした。端的に言うな

らば、ブルックナーは音楽の歴史において最も偉大なオルガン奏者の一人である。 
 



 

ヨハン・シュトラウス 2 世 1825-1899 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨハン・バプティスト・シュトラウス 2 世は 1825 年 10 月 25 日、ウィーン近郊のザンクト・ウルリッヒで

生を受け(現在のウィーン・ノイバウの一部)、1899 年 6 月 3 日ウィーンで亡くなった。ヨハン・シュトラ

ウス 2 世は作曲家であり、指揮者であった。彼の作曲したワルツは世界中にセンセーションを巻き

起こし、ワルツ王と呼ばれた。シュトラウスの陽気な音楽は、国境や文化や思想を越えて愛された。 

彼の音楽は、オーストリア人の陽気で明るくしなやかな性質をよく現している。 

1872 年、世界平和の祝賀会にシュトラウスはボストン市からアメリカに招待され、センセーショナル

な演奏を披露した。シュトラウスは 100 人の副指揮者を率い、2 万人の音楽家からなるオーケストラ

を 10 万人の観客の前で指揮した。 

ウィーンにあるシュトラウス像は、ウィーンで一番訪れる人が多い記念碑である。 

 

フランツ・シューベルト 1797-1828 

 

フランツ・シューベルトは 1797 年ウィーンに生まれ、1828 年に夭折。 

 

シューベルトは 5 歳の頃から、父からバイオリンの手ほどきを受け、7 歳の時にはオルガンを習い

始めた。瞬く間に作曲の才能を発揮した。13 歳で「ピアノのためのファンタジア」を発表し、翌年に

「弦楽四重奏曲」「ピアノのためのファンタジア第 2 番」などを作曲した。日曜日や祝日には、定期的

に一家で四重奏の夕べを開き、父はヴィオロンチェロ、シューベルトはヴィオラを、兄弟がバイオリン

を演奏した。1814 年、最初のオペラ「悪魔の快楽城」と「ミサ曲ヘ長調(D105)」が作曲された。「ミサ

曲ヘ長調」の初演は 1814 年 9 月 25 日で、これがシューベルトの作品で最初に公演となった。各分

野に名曲を残したが、ドイツ歌曲における功績が大きく、「歌曲の王」と呼ばれている。 

 

 
1900 年の絵葉書 ウィーン近郊のヌスドルフを散歩するシューベルト 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E6%9B%B2

